（別紙様式１）
　　年　　月　　日

洞爺湖有珠山ジオパーク
ガイドリスト（有珠山）登録申込書

洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会
会長　下 道　英 明　様

以下のとおり、登録を申し込みます。
	氏　　名
	
	生年月日
（西暦）
	

	所属団体
	
	性　　別
（任意回答）
	男 ・ 女

	電話番号
	
	E-mail
	

	住　　所
	



条件を満たす項目にチェック＊をつけ、必要事項に記入してください。
＊“□”の箇所をクリックして、「チェック」と入力し漢字変換すると、変換候補に“☑”がでてきます。
	１）共通事項　※すべてを満たす場合のみ登録ができます。

	①同行者の安全管理、ガイドの技術等に関する十分な知識と経験があること
（野外活動の安全管理に関する以下の講習会の受講、ガイド技術に関する資格等）

	
	□
	以下の3つの要件のうち、どれか１つを満たしている（１つだけ選び☑を付けてください）

	
	
	□北海道アウトドアガイド資格（自然または山岳）を取得している　※認定証のコピーを添付

	
	
	□上記以外のアウトドアガイド、山岳ガイドの認定資格を取得している　※認定証のコピーを添付
※追加資料として下記「活動履歴書」の提出をお願いする場合があります。

	
	
	□活動経歴書（別紙様式２）を提出する
・ガイドの伝える技術、リスクマネジメントについての研修会参加履歴やガイド経験などを記載していただきます。
・記載内容から登録条件を満たしているかについて確認させていただきます。詳しくは事務局までご相談ください。
※活動経歴書の提出により登録となった方にも、将来的には北海道アウトドアガイド資格の取得を推奨します。

	
	□
	少なくとも過去1年間に５回以上の有償ガイド実績がある

	②事故の発生時に適切な行動がとれること
　（救急法に関する講習会の受講）

	
	□
	救急法講習会を受講し、有効期限内の修了証を持っている

	
	
	※修了証等のコピーを添付
※火口原及び山頂をガイドする場合についてはWAFAの受講を推奨

	③活火山である有珠山の特徴や危険性を理解していること
（火山学の知識、有珠山の噴火史、有珠火山防災マップや警戒レベル等についての理解度）

	
	□
	洞爺湖有珠山ジオパーク検定（有珠山）で80点以上取得

	
	
	※過去の受験結果は事務局で確認できるため、証明書類の添付は不要です

	２）エリア別事項　※チェックが付いたエリアのみリストに登録ができます。

	①各エリアでのツアー経験、現地研修会等に参加した事があるか

	
	□
	2000年噴火立ち入り制限区域（西山山麓）　※フィールドの安全確認を含む、3回以上の入域経験が必須

	
	□
	有珠山災害危険区域（金比羅山頂火口群周辺）　※フィールドの安全確認を含む、3回以上の入域経験が必須

	
	□
	有珠山災害危険区域（有珠火口原）　※フィールドの安全確認を含む、3回以上の入域経験が必須

	
	□
	有珠山災害危険区域（山頂エリア）　※フィールドの安全確認を含む、3回以上の入域経験が必須

	３）同意事項　※すべてにチェックが付いた場合のみ登録ができます。

	
	□
	有珠山の減災文化の体験を通して参加者の自己変革を促すことをめざしたツアーを実施します。

	
	□
	持続可能な観光を理解し、生物・地質環境の保全と地域へのローインパクトに配慮したツアーを実施します。

	
	□
	安全管理を徹底するとともに、ガイドルールを順守します。




（別紙様式２）
活動経歴書

申込書１）共通事項①の「活動経歴書を提出する」にチェックをした方のみ記載してください

	名　前
	記入日

	
	   年　 月　 日

	これまでのガイド経験

	主な活動エリア
	
	回数
	回

	
	
	回数
	回

	
	
	回数
	回

	これまで所属したガイドに関わる団体名（または屋号）・期間（主なもの）

	
	年  月 ～     年  月

	
	年  月 ～     年  月

	ガイドの知識についての研修会等参加経歴（主なもの）

	年　月　日
	

	年　月　日
	

	年　月　日
	

	ガイドの技術（プログラム作り、伝え方等）についての研修会等参加経歴（主なもの）

	年　月　日
	

	年　月　日
	

	年　月　日
	

	ガイドの安全やリスク管理についての研修会等参加経歴（主なもの）

	年　月　日
	

	年　月　日
	

	年　月　日
	

	洞爺湖有珠火山マイスター認定資格

	あり　・　なし
	ありの場合、認定年
	　年度　

	その他特記事項　

	※上記に書いていないことで何かありましたらご記入ください。
※北海道アウトドアガイド資格、洞爺湖有珠火山マイスター認定を受験予定の方はご記入ください











（別紙様式１　記載例）
　　2025年4月30日

洞爺湖有珠山ジオパーク
ガイドリスト（有珠山）登録申込書

洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会
会長　下 道　英 明　様

以下のとおり、登録を申し込みます。
	氏　　名
	有山　珠之介
	生年月日
（西暦）
	1975年○月○日

	所属団体
	〇〇〇の会
	性　　別
（任意回答）
	男 ・ 女

	電話番号
	080-0000-0000
	E-mail
	XXXX＠gmail.com

	住　　所
	伊達市〇〇町〇〇〇アパート〇〇号室



条件を満たす項目にチェック＊をつけ、必要事項に記入してください。
＊“□”の箇所をクリックして、「チェック」と入力し漢字変換すると、変換候補に“☑”がでてきます。
	１）共通事項　※すべてを満たす場合のみ登録ができます。

	①同行者の安全管理、ガイドの技術等に関する十分な知識と経験があること
（野外活動の安全管理に関する以下の講習会の受講、ガイド技術に関する資格等）

	
	☑
	以下の要件のいずれか１つを満たしている

	
	
	□北海道アウトドアガイド資格（自然または山岳）を取得している　※認定証のコピーを添付

	
	
	□上記以外のアウトドアガイド、山岳ガイドの認定資格を取得している　※認定証のコピーを添付
※追加資料として下記「活動履歴書」の提出をお願いする場合があります。

	
	
	☑活動経歴書（別紙様式２）を提出する
・ガイドの伝える技術、リスクマネジメントについての研修会参加履歴やガイド経験などを記載していただきます。
・記載内容から登録条件を満たしているかについて確認させていただきます。詳しくは事務局までご相談ください。
※活動経歴書の提出により登録となった方にも、将来的には北海道アウトドアガイド資格の取得を推奨します。

	
	☑
	少なくとも過去1年間に５回以上の有償ガイド実績がある

	②事故の発生時に適切な行動がとれること
　（救急法に関する講習会の受講）

	
	☑
	救急法講習会を受講し、有効期限内の修了証を持っている

	
	
	※修了証等のコピーを添付
※火口原及び山頂をガイドする場合についてはWAFAの受講を推奨

	③活火山である有珠山の特徴や危険性を理解していること
（火山学の知識、有珠山の噴火史、有珠火山防災マップや警戒レベル等についての理解度）

	
	☑
	洞爺湖有珠山ジオパーク検定（有珠山）で80点以上取得

	
	
	※過去の受験結果は事務局で確認できるため、証明書の添付は不要です

	２）エリア別事項　※チェックが付いたエリアのみリストに登録ができます。

	①各エリアでのツアー経験、現地研修会等に参加した事があるか

	
	☑
	2000年噴火立ち入り制限区域（西山山麓）　※フィールドの安全確認を含む、3回以上の入域経験が必須

	
	☑
	有珠山災害危険区域（金比羅山頂火口群周辺）　※フィールドの安全確認を含む、3回以上の入域経験が必須

	
	☑
	有珠山災害危険区域（有珠火口原）　※フィールドの安全確認を含む、3回以上の入域経験が必須

	
	☑
	有珠山災害危険区域（山頂エリア）　※フィールドの安全確認を含む、3回以上の入域経験が必須

	３）同意事項　※すべてにチェックが付いた場合のみ登録ができます。

	
	☑
	有珠山の減災文化の体験を通して参加者の自己変革を促すことをめざしたツアーを実施します。

	
	☑
	持続可能な観光を理解し、生物・地質環境の保全と地域へのローインパクトに配慮したツアーを実施します。

	
	☑
	安全管理を徹底するとともに、ガイドルールを順守します。



（別紙様式２　記載例）
活動経歴書

申込書１）共通事項①の「活動経歴書を提出する」にチェックをした方のみ記載してください

	名　前
	記入日

	有山　珠之介
	2025年４月30日

	これまでのガイド経験

	主な活動エリア
	西山山麓散策路
	回数
	30回

	
	金比羅火口災害遺構散策路
	回数
	30回

	
	知床五湖
	回数
	30回

	これまで所属したガイドに関わる団体名（または屋号）・期間（主なもの）

	〇〇〇の会
	2018年８月～2020年12月

	〇〇ネットワーク
	2021年1月～現在

	ガイドの知識についての研修会等参加経歴（主なもの）

	2024年7月20日
	火山マイスター養成講座参加

	年　月　日
	

	年　月　日
	

	ガイドの技術（プログラム作り、伝え方等）についての研修会等参加経歴（主なもの）

	2024年3月29日
	ジオパーク講座「ガイドの伝え方」参加

	年　月　日
	

	年　月　日
	

	ガイドの安全やリスク管理についての研修会等参加経歴（主なもの）

	2024年12月13日
	自然体験活動指導者（NEALニールリーダー）養成講座

	年　月　日
	

	年　月　日
	

	洞爺湖有珠火山マイスター認定資格

	あり　・　なし
	ありの場合、認定年
	　年度　

	その他特記事項　

	2025年　洞爺湖有珠火山マイスター受験予定
2025年　北海道アウトドアガイド資格認定試験（自然）受験予定









（別紙様式１）      年    月    日     洞爺湖有珠山 ジオパーク   ガイドリスト （ 有珠山 ） 登録申込書     洞爺湖有珠山 ジオパーク 推進協議会   会長   下   道   英   明   様     以下 のとおり、 登録 を 申 し 込 みます。  

氏     名   生年月日   （ 西暦 ）   

所属 団体   性     別   （任意回答）  男   ・   女  

電話番号   E - mail   

住     所   

  条件 を 満 た す 項目 に チェック ＊ をつけ 、 必要事項 に 記入 し てください。   ＊“□”の 箇所 を クリック して、「 チェック」 と 入力 し 漢字変換 すると、 変換候補 に“ ☑ ”がでてきます。      

１）共通事項   ※ すべてを 満 たす 場合 のみ 登録 ができます。  

① 同行者 の 安全管理、 ガイド の 技術等 に 関 する 十分 な 知識 と 経験 があること   （ 野外活動 の 安全管理 に 関 する 以下 の 講習会 の 受講 、 ガイド 技術 に 関 する 資格 等 ）  

 □  以下 の 3 つの 要件 のうち 、 どれか １つ を 満 たしている （ １ つ だけ 選 び ☑ を 付 けて ください）  

□ 北海道 アウトドアガイド 資格（自然 または 山岳） を 取得 している   ※ 認定証 の コピー を 添付  

□ 上記以外 の アウトドアガイド、 山岳 ガイド の 認定資格 を 取得 している   ※ 認定証 の コピー を 添付   ※追加資料 として 下記 「 活動履歴書 」 の 提出 をお 願 いする 場合 があります。  

□ 活動 経歴書 （ 別紙様式 ２ ） を 提出 する   ・ ガイド の 伝 える 技術、 リスクマネジメント についての 研修会参加履歴 や ガイド 経験 などを 記載 して いただきます 。   ・ 記載内容 から 登録条件 を 満 たしているか について 確認 させていただき ます。 詳 しくは 事務局 までご 相談 ください。   ※活動経歴書 の 提出 により 登録 となった 方 にも、 将来的 には 北海道 アウトドア ガイド 資格 の 取得 を 推奨 します。  

□  少 なくとも 過去 1 年間 に ５ 回以上 の 有償 ガイド 実績 がある  

② 事故 の 発生時 に 適切 な 行動 が とれること     （ 救急法 に 関 する 講習会 の 受講 ）  

 □  救急法講習会 を 受講 し、 有効期限内 の 修了証 を 持 っている  

※ 修 了証等 の コピー を 添付   ※火口原及 び 山頂 を ガイド する 場合 については WAFA の 受講 を 推奨  

③ 活火山 である 有珠山 の 特徴 や 危険性 を 理解 し ていること   （火山学 の 知識、有珠山 の 噴火史、有珠火山防災 マップ や 警戒 レベル 等 についての 理解度）  

 □  洞爺湖有珠山 ジオパーク 検定（有珠山） で 80 点以上取得  

※過去 の 受験結果 は 事務局 で 確認 できる ため、 証明書 類 の 添付 は 不要 です  

２）エリア 別事項   ※ チェック が 付 いた エリア のみ リスト に 登録 ができます。  

①各 エリア での ツアー 経験、現地研修会等 に 参加 した 事 があるか  

 □  2000 年噴火立 ち 入 り 制限区域（西山山麓）   ※ フィールド の 安全 確認 を 含 む、 3 回以上 の 入域経験 が 必須  

□  有珠山災害危険区域（金比羅 山頂 火口群 周辺 ）   ※ フィールド の 安全 確認 を 含 む、 3 回以上 の 入域経験 が 必須  

□  有珠山災害危険区域（有珠火口原）   ※ フィールド の 安全 確認 を 含 む、 3 回以上 の 入域経験 が 必須  

□  有珠山災害危険区域（山頂 エリア）   ※ フィールド の 安全 確認 を 含 む、 3 回以上 の 入域経験 が 必須  

３ ） 同意 事項   ※ すべてに チェック が 付 いた 場合 のみ 登録 ができます。  

 □  有珠山 の 減災文化 の 体験 を 通 して 参加者 の 自己変革 を 促 すことをめざした ツアー を 実施 します。  

□  持続可能 な 観光 を 理解 し、 生物・地質環境 の 保全 と 地域 への ローインパクト に 配慮 した ツアー を 実施 します。  

□  安全管理 を 徹底 するとともに、 ガイドルール を 順守 します。  

